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事例4､ ｢友達が悲しむ言動にあとからでも気づくことができる｣ 208.5.23 5歳児
H君は言語の発達の遅れがあり､その発音は不明瞭でわかりにくい｡けれど聞くことの理解
はほぼ年齢相応である｡ Ⅰ君は ｢ねえH君 !｡どうしてH君はしゃべれないの?｣と尋ねてい
た｡H君はこの時に悲しそうな顔をして黙 り込んだ｡傍で聞いていた保育者が､ ｢たしかにH
君のおしゃべ りはわかりずらいかもしれないね｡でも先生はH君が何をいいたいか､たいがい












































































































行動の背景 子どもの行動 保育者の援助 規範意識
場面毎に適切に自分を制するこ.とができない全員で行っている活動 -斉活動の最中に水筒 失敗体験を積ませるけじめあるクラスを集団に考えてもらう機会をつくる 一斉活動中には､一人ひとりが勝手に行動しは自分も含まれているという集団意識が希薄水分補給につ の世相の変化 を飲みに行く ない
友達とのかかわりが不足している分け合って使うという経験が圧倒的に欠けている みんなで使うおもちゃ 保育者が行為の理由を おもちゃは分け合って
を隠す 問い､気づくように導く 使う
受け容れられない経験の不足行動を急がせて育って 自分の主張を受け容れてくれない相手を排除 方向性の修復なり改善 自分の主張が受け容れ
する誰かのいいなりになる が望めない様子が見て られない場合でも､安
いる異質な考えや存在に対して大人が大らか 受け止めるという姿勢を示していな 取れたら､その行為に問いかけていく 協案を思いついたり､譲歩したり等､柔軟な人とのかかわりを取り結んでいく
ハンディのある子とのかかわり 不足違いを認め合う文化脆弱さ 言語に発達の遅れのあ 他者の受け止め方､事 自分の言動で相手が悲
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衝動性を制御できない並ぶ経験の不足 並んでいる友達の一番 行為の動機を言葉にし 周りの状況に応じて､前に割ってはいる て伝えた後で､並ぶというルールへの理解を問いかける 行動を修正する






いることである｡ 俗に言う ｢しつけ｣のことである｡ しつけとは所属する社会集団で生き
ていくために必要な文化や規範の枠組を示すことであると筆者は考える｡ 子どもの主体性
を尊重することと､しつけとは本来別のものであるはずなのだが､混同している場合が多
いと感じられる｡
もう1つは行動規範の変化である｡世相を反映したもので大人自身も受け止め方に変化
をきたしているものである｡保育場面で 『いただきます』をしてもすぐには食べ始めない
子どもがいる｡朝食が遅いために園での昼食時間ではまだ空腹感がないのかもしれない｡
給食で苦手な食品が出されたりすると､その苦手な食品がいやで食べないでやり過ごせば､
降園後におやつをたくさん食べられるので､苦手な食品を食べる理由がない｡家庭での食
生活でも苦手な野菜を食べなくても､せがめば間食としてスナック菓子やジュースが与え
られるのであれば､無理して食べる必要などないのである｡そのことを学習した子どもは
園での食事に意欲を示さず､ ｢いただきます｣をしてもぼっ-として時間を過ごしてしま
っている｡3度の食事をしっかり食べて子どもの身体づくりをすることが大切であるとい
う規範事体が危うくなっているのである｡ また､食事は単に身体に栄養素を取ればよいと
いうものではない｡サプリメントで子どもの身体の栄養バランスを整えるという考え方も
大人には広く普及している｡ 食事を通して親子のコ､ミニケ-ションをはかり､子どもの精
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神をも形づくるものであるが､その重要さを意識する感覚は大人に薄い｡例えば､残した
食品をもったいないと思う価値観も薄れている｡ むしろ無理して苦手な食品は食べなくて
もよいという価値観が蔓延している｡ 冷凍食品のお弁当への参入は以前は1,2品であっ
たが､現在は完全に逆転していて､手作りおかずをお弁当箱に探すほうが難しい｡大人が
作り出す家庭での食生活の変化もまた子どもたちにも大きく影響を及ぼしている｡
3つめは大人の体験不足である｡保育者や親自身が集団での生活の楽しさを体験できずに
来てしまったことも一因として挙げられる｡規範は友達と繋がり合うことは楽しいという
体験が土台にあってこそ守られたり､作られたりするものである｡その楽しさを体験でき
ずに育ってしまった保育者や親は､子どもに対しても､その体験を設計できない｡こうす
るとみんな七楽しく遊べるだろうとか､どの道筋を辿ればルールや約束ごとに則って全員
が楽しく遊べるだろうというゴールを見通すことができない｡大人の体験不足が子どもの
規範にも大きく影響していると考えられる｡
(多子ども側の体験の不足
まず子どもの体験の不足が挙げられる｡では子どもの体験不足はなぜ起きているのだろ
うか｡事例3 (違う考えをいう子のことを排除しない)ではⅤちゃんは自己主張がWちゃ
んから受け容れてもらえずにWちゃんを排除する｡このことはⅤちゃんが自己主張が受け
容れられない体験の不足であると筆者は指摘した｡ 家庭では子どもであるⅤちゃんの要求
は大人が譲歩して受け容れられやすいが､子ども同士の関係ではそうとは限らない｡むし
ろ主張はぶつかり合うのが普通である｡ 幼稚園入園前からのⅤちゃんの育つ環境の中で､
そういった主張がぶつかり合う体験ができなかったのではないか｡それも昨今の核家族化､
育児環境を思えば当然である｡ 幼稚園が唯一の体験の場になる｡入園してからでも､降園
していったん園を離れればその体験の場はいつも保護者に見守られながらであり､大人の
介入を受けて､ぶつかり合いは回避されたりして､対等なぶつかり合いの体験はできずら
い｡その体験が不足しているから､その先に広がる､妥協案や譲歩を考えたり､どうすれ
ば自分も相手も楽しく遊べるかを考える機会が乏しくなるという構図である｡ 以前よりも
園での集団生活へのハードルは､子どもたちにとって高いものになっているのではないだ
ろうか｡
3､提案
事例から読み解いて以上のような共通の現象が考えられる｡この共通の背景を踏まえて､
ではどうすれば幼稚園において規範を育てていけるのであろうかを提案する｡
集団についての規範意識を子どもたちに醸成していくプロセスには押したり､引いたり､
留まったりする場面がある｡その ｢押したり十の部分はまさに保育者や大人が教示的に枠
組みを示して体験してもらうことである｡集団の状況をみながら集団の存在､ひいては社
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会の存在を子どもに対して示していくことである｡ そして ｢引いたり｣の部分では個人の
状況を受け止めて個人の成長を見守りながら促していくところである｡よい集団が個人の
よさを引き出し､個人のよさがまさに集団の成長を促し集団を創るといった､集団と個人
は表裏一体の関係､相互循環関係にある｡留まったりの場面とは ｢問いかけ｣ていくこと
である｡ 問いかけることによって保育者や大人もいっしょに考える地平に立つことができ､
共に考えあうことが可能になる｡この3本柱で保育を展開することが必要になると考える｡
①大人が押し付けて枠組みを示していく｡ _
子どもたちにとって､クラスという集団から影響を受けているという自覚はないかもし
れない｡子どもたちは集団の構成員であり集団の外側に立って考えることはできにくい｡
しかし､保育者には子どもたちが集団から影響をうけ､まさにその集団の中で各個人がい
い影響を受けながら育っていることがたくさんあることに気づくことができる｡所属する
集団の状況が各個人の状況をも左右する｡ 集団という存在が各個人を超えたところにあり､
その集団事体をいいものにしていかなくてはならないという感覚を押し付けていくのであ
る｡各個人を超えたところに位置する集団を意識させることが重要である｡ 例えば移動す
る時､話しを聴く時､みんなで一緒に1つのことに取り組む時､等はやはり集団に合わせ
なければならないことを意識させる必要がある｡そのためには自分を超えて存在する集団
で､その集団で遊びたい､とまず子どもが思うことが1番の動機になろう｡
筆者は特に命に関わること､安全に関わること､社会通念､社会常識に関わることは､
生後数年の経験しかない子どもに対して､大人が教示的に枠組を示していくべきだと考え
る｡ここではそのようなかかわりのことを教示中心のかかわりと言うことにする｡
②子どもの思いを受け止めていく｡
幼稚園において子どもたちの規範を育てていくことは､大人が主導的に教示的に関わる
だけでなく､子どもたち自身が､切実な体験を通して内面から感じていくこと､そのこと
を保育者が受け止めていくことが重要である｡ここではそのことを見守り中心のかかわり
と言うことにする｡ (むで記述したことは保育者から感覚的に学んでいくことであるが､そ
れに対して(丑は子どもたち自身が内面から感じたこと､考えたことを大切にしながら､集
団の中で学んでいくことである｡
@教示晦か卑や りと見守り的かカや D_の間で問い_75､けていく.
大人が教示的にかかわるだけでなく､また見守り的にかかわることでなく､その中間に
位置する､保育者や大人が子どもに問いかけることで､共に考えあう､そのことから共通
の集団のルールを作り出そうとするかかわり方がある｡ ここでは問いかけ中心のかかわり
ということにする｡
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4､規範意識の育ちにアプローチする保育者のかかわり
保育者が規範づくりにかかわる時には大きくは3つのアプローチが考えられる｡その3
つとは教示中心のかかわりと問いかけ中心のかかわりと見守り中心のかかわりである｡ 教
示中心のかかわりとは保育者が主導して枠組を示すかかわりである｡ 保育の場であっても
そこは社会から隔絶された世界ではなく､社会に適応した集団に保育者は育てなくてはな
らない｡社会的に迷惑がかからない集団に保育の場を育てていくときに､保育者はその集
団に意図持って､計画的に教示的に関わることが求められる｡
問いかけ中心のかかわりとは集団や個人に保育者が問いかけながら､集団や個人が自ら
の在り方に気がついていくプロセスへのかかわりである｡このまま見守っていては改善 ･
修正の方向が見られず､マイナス面が助長されてしまうと感じるときにとられるかかわり
方である｡
見守り中心のかかわりとは､集団や個人の状況に合わせて､敢えて保育者が情報を発信
せずに､集団や個人自らが主導となるようなかかわりである｡このまま見守っていても改
善 ･修正の余地や伏線が確認でき､成長の見通しを持って､援助を用意しながらも､敢え
て踏みとどまり介入しないというかかわり方である｡ 見守るというかかわりを選択したと
きには､説明を求められたときに特に保育者は説明が出来なければいけない｡
この3つのアプローチは規範づくりの内容によって､選択されると考えられる｡
教示中心のかかわりに有効な規範とは安全や社会通念と呼ばれる内容である｡ うむを言
わせないようなしつけの領域とも言うことができる｡電車の中で人に迷惑をかけないとい
うことはどういう乗り方なのか､年長者を敬うとはどういうことなのかなど､社会通念､
社会常識とも言われる領域がこれにあたる｡
問いかけ中心のかかわりに有効な規範とは集団の生活のルールと呼ばれる内容である｡
例えばけんかでも､2対3ならまだしも､1対4人では許されない｡事例で示したように､
自分がおもちゃを独り占めしたいからといって隠すことは保育者が問いかけて集団のルー
ルに気がついてもらう必要がある｡ またハンディのある友達を含む他者の受け止め方は教
育的に集団を形成する以上､保育者が問いかけてお互いを認め合う関係を築く必要がある｡
見守り中心のかかわりに有効な規範とは､いっしょに行動する面白さを前提として考え
て､そこから集団の中での行動規範ができてくるような内容である｡ チームワークとも言.
うものである｡みんなでいっしょに行動することが気持ちいいとか､面白いといった実体
験から出発するものである｡しかし､以上3つのどのかかわりも､あくまで中心になるか
かわりを代表するものであって､では教示的なかかわりに､問いかけ的なかかわりが全く
ないかというとそうではない｡
規範の内容によって､どのようなアプローチが有効であるか選択されるので､保育者が
幼児へ規範づくりについてアプローチするときにはその内容が丁寧に吟味されなければな
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らない｡
アプローチの対象としては集団と個人の双方がある｡ 集団に働きかけるのか個人に働き
かけるのかは二分されるものではない｡個人と集団の両方の成長を目ざすのが通常である｡
しかし､何をどうするといった具体性のある規範を考えたときに､集団と個人のどちらに
働きかけるのかが問題になる｡しかしどちらに働きかけたほうが有効であるかは規範の内
容によると考えられる｡ 集団に働きかけるほうが有効であるのは､保育者が集団を社会に
適応したものにするといった意図を持って計画的にかかわる必要のある規範の内容である｡
安全､安心､信頼が持てる集団にしなくてほならないのである｡ また個人にはたらきかけ
ることが有効な場合は､その子自身の成長が優先されて考えられる場合である｡
幼稚園において幼児の規範づくりを行うときに､第1線の保育者や直接の親だけでなく､
その背後で第1線者を支える園長や管理職､他の子の保護者など第2線の存在がとても重
要となることも併せて付記しておく｡
5､規範意識を身につけていく道筋のモデル
事例を望ましい規範意識を身に付けていく道筋としてとらえてみる｡行動には､背景が
あり､その背景をもとに行動が表出する｡ 保育者は､その行動に対応して援助を行う｡ こ
の援助は､望ましい規範意識を醸成する方向に向いている｡この規範意識は､幼稚園での集
団生活に必要な行動に､ひいては社会生活における望ましい習慣や態度に結びついていく｡
1つの行動の背景は､いくつもの事項が関係し成り立っている｡また､保育者の援助の仕
方も複数あり､子どもの行動と場の状況によって使い分けることが求められる｡規範意識
は大人が先回りして教えることでは身につかない｡ルールや約束ごとに則って全員が楽し
く遊べるというゴールを､どの道筋をたどって目指すかを見通すことが必要になる｡
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この見通しは､第1線の保育者や直接の親だけでは難しい｡その背後で第1線者を支える
園長や管理職､他の子の保護者など第2線者の援助が必要となる｡
V.結語
子どもの規範意識の育ちが危倶されている｡幼稚園教育要領においても幼児期から規範
意識の芽生えを促すことが求められている｡ 望ましい習慣や態度を身につけずに幼稚園か
ら小学校に進級する子どもはおよそ7割である｡ その比率の大きさに鑑みて､幼稚園での
規範意識の変化の様相を考察すると､大人の変化と子どもの体験不足が大きな要因として
挙げられた｡しかし子どもの体験の不足は即ち大人の変化の結果であるとみなすことがで
きる｡ 大人の変化には3つある｡ 1つには大人が子どもに対して教示的に押し付けて枠組
を示さなくなってきていることである｡ 2つには大人自身も行動規範に変化をきたしてい
る点である｡ 行動規範が共有されるような共通の価値観がもてなかったり､文化や行動様
式が多様化している｡3つめには大人の体験の不足である｡規範はそもそも ｢友達と繋が
り合うことは楽しい｣といった体験が土台にあってこそ､作られたり､守られたりするも
のである｡ その楽しさを体験していない大人は子どもに対 しても､その体験を設計できず
にいるのではないか｡
このような大人の変化の結果が子どもの体験不足が生み出していると考えられる｡ 特に
規範意識は前述したように ｢友達と繋がり合うことは楽しい｣といった他者との共同の中
で営まれるものである｡ しかし他者との関係を楽しめるためには自己主張でぶつかり合っ
たり､折 り合ったり､譲歩しあったり､といった数々の体験が必要である｡保育現場では
保育者が規範の内容に応じて教示的なかかわり､見守り的なかかわり､問いかけ的なかか
わりでアプローチしながら個人に､集団にと､幼児の規範意識の育ちを援助している｡筆
者はその中でも以下の3点について配慮 しながら保育が展開されることを提案したい｡
(∋大人が押し付けて枠組を示していく(多子どもの思いを受け止めていく③教示的なかか
わりと見守り的なかかわりのあいだで､保育者が揺れながら問いかけていく｡
参考資料 二葉幼稚園実践記録､幼児指導の記録
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